
IoTに関心があるが

活用方法が分からない64.7％

※近畿の中小企業製造業向け調査



製造現場のデータ活用



和歌山市出身

趣味：旅行、体を動かすこと全般

・モノづくり大好き少年

・小中高大と最寄の和歌山の学校に通う

・大学院の研究は超電導

・約10年 自動車メーカーのHWエンジニア

・2014年（株）Mountain	Gorilla創業

井口一輝 の紹介



製造現場視点のIoTが必要



スタート
１帳票から
始める

帳票追加 機能追加

バーコード

RFID

センサ帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★IoT

★AI

製造業

コンセプト 小さく産んで大きく育てる



紙帳票をお預かり システムを開発

プロマネとは？



利⽤者

事業

事業者

現場作業者

プロマネ
（webシステム）

開発

製造データ
（デジタル）

データ提供

紙帳票データ
（アナログ）

⽉額利⽤料

⽉額利⽤料

データ蓄積

システムの
保守・管理

FAX・メール

システム化

¥ ¥

¥

データ，分析結果

株式会社
Mountain Gorilla

システムエンジニア

¥

製造業

プロマネ︓製造現場のデータ活⽤が出来るwebシステム





特長

プロマネ S社商品

オーダーメイド パッケージ

月額1.5万円〜 120万円〜

ライセンスフリー 10ライセンス〜



事例 チーズメーカー



チーズ製造

社員約500名

導入前

・生産管理システムは有り

・製造現場の検査は紙帳票を使用



１．10分毎に重量を量る

２．紙に記入

３．責任者が巡回し検査書を確認

8:20、15.9g

抜き取り検査

手間・ミス

データ活用できてない





スタート
１帳票から
始める

帳票追加 機能追加

バーコード

RFID

はかり帳票同士

機能同士

傾向分析

未来予測

データ活用 連携

ハード利用

★IoT

★AI

コンセプト 小さく産んで大きく育てる

はかり連携

重量の傾向



導入後 15.7g

導入前 15.9g



導入効果（予測）

チーズ／年間

27t
労働時間／年間

487時間

削減



ビジョン



作り手と使い手が寄り添い共に成長する

データ活用でモノづくりの現場を下支えする

データ蓄積

サービス向上



IoTに関心があるが

活用方法が分からない０％

全ての製造業がより良いモノづくりに挑戦できる



今後の展開



1. 開発プラットフォーム

2. ターゲット特化型サービス

3. データ活用サービス



1. 開発プラットフォーム

2. ターゲット特化型サービス

3. データ活用サービス
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（デジタル）

データ提供

紙帳票データ
（アナログ）

⽉額利⽤料

⽉額利⽤料

データ蓄積

システムの
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¥

製造業

開発PF
強化



1. 開発プラットフォーム

2. ターゲット特化型サービス

3. データ活用サービス
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事業者

プロマネ︓○○現場のデータ活⽤が出来るwebシステム
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○○業

建築・建設
保守・点検



背景

大手メーカの地方工場での採用

大型設備の保守・点検用途での採用

JXTG様と組むことで新領域を開拓できる可能性



1. 開発プラットフォーム

2. ターゲット特化型サービス

3. データ活用サービス



利⽤者

事業

事業者

プロマネ︓○○現場のデータ活⽤が出来るwebシステム

データ活⽤
サービス
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（webシステム）

開発

製造データ
（デジタル）
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XX現場作業者
○○業



新サービス

傾向分析

スタート
１帳票から
始める

STEP３ データの活用

STEP２ データの見える化

STEP１ 紙からデータへ

未来予測
AI

具体例）
・材料の自動発注
・納期予測
・故障予測 など



多様な現場データが溜るほど成長する

データ活用で世界中の現場を下支えする

データ蓄積

サービス向上



グローバル＆多様な現場の検証フィールド

現場データの収集・活用のノウハウ

データ蓄積

サービス向上




